















ライフサイクル、過去の旅行経験（Woodside & Lysonski, 
1989）があり、また外的要因としては、時間、費用上の制
約、リスク（Schmoll, 1977）目的地における観光資源、特
徴（Matheson & Wall, 1982）、広告、パンフレット、準拠集



















Study on the Factors Influencing Destination Involvement
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Abstract：
In this study, I investigate how tourists’ interests affect tourist psychology and behavior. The concept of “interest” in 
consumer behavior research is used to define tourist “involvement.” The level of involvement of tourists who visited 
Okinawa, Japan, is measured and the relationship between their level of involvement and tourist psychology and 
behavior was examined. The following results were obtained: (1) the number of visits, intention to relocate, travel 
planning period, and satisfaction differed depending on the level of involvement; (2) the high involvement group showed 
a high tendency toward all; (3) the low involvement group showed a low tendency in terms of number of visits, intention 
to relocate, and satisfaction; and (4) the medium involvement group’s level of satisfaction and migration intentions 
are compared with that of other groups, the intermediate trend, travel planning period was shorter than for the high 
involvement group. The findings indicated that the high involvement group visited Okinawa more frequently, showed a 
greater willingness to relocate, was highly satisfied with their visits, and schedule their visits further in advance, making 















































PII（Personal Involvement Inventory）である。PII は関与を
























また、Josiam, Kinley and Kim（2004）は、旅行中の買い物
客の関与水準による購買行動の違いについて研究している。































































































































募集を終了した。協力者 281 名に対してアンケ トーへの回答
を依頼し、未回答が多く分析できなかったのが 1 件、多数の
入力ミスがあり、分析できなかったのが 2 件あったため、3 件
を分析対象から除外し、279 名を分析対象とした。沖縄県へ































（Clements & Josiam, 1995）。よって、この研究や、旅行中















みると、男性 92 名（33.0%）、女性 187 名（67.0%）となり、
平均年齢は 34.7 歳であった。年代別比率では、20 歳～ 40
歳で全体の 91.2%となり、このことから分析対象は、女性が
多く若年層から中年層がほとんどとなった。職業別では、会




ては、訪問回数 1 回のみが 118 名（42.3%）、リピーターが
161 名（57.7%）となり、リピ ターー のうち、2~5 回のライトリピー
ター が 139 名（リピ ターー 内の比率で 86％）となった。そして、



















5.84、中央値 6、最頻値 7となっており（表 2）、内的整合性
を示すクロンバックα係数は 0.86となった。一般的にクロンバッ







かにしており、同様に、Jain and Srinivasan （1990）も「重要
性」と「快楽」の 2 次元で構成されるとしている。PII が 2
次元になることに関しては、PIIを開発した Zaichkowsky（1985）
自身も同様の認識を示している。Clements and Josiam（1995）
は、この 2 次元構造について、第 1 因子の「重要性」で








果、2 次因子モデルの適合度は、χ2 ／ df=2.12　GFI=.964 






どちらも先行研究が定める基準値（AVE ≧ .50） （Fornell & 
Larler, 1981）を上回る結果となった。そして尺度の信頼性
については CR（composite reliability：合成信頼性）を求め

























が最も低いクラスター 1 が 81 名、中間クラスター 2 が 134 名、






























































































は、金銭的リスクを知覚しているという研究や（Kim, Kim, & 
Leong, 2005）、金銭的リスクが購買意図に影響を与えるという



















以上、仮説 1 から5 の結果を踏まえ、それぞれの関与群
の特徴について表 7にまとめた。
表 7：関与水準の違いによる各要因の傾向
関与群 訪問回数 滞在日数 移住意向 計画期間 満足度
高 多い － 強い 長い 高い
中 － － 中間 短い 中間













































して用いた尺度であるPII は基本的に 1 次元を想定している
尺度であるが、関与は多次元であるという主張が多く、PIIを
開 発した Zaichkowsky（1987） や McQuarrie and Munson
（1987）も多次元的概念でとらえる方が望ましいとしている。
そのため、レジャー関与研究が最も盛んだった 1990 年代に
多く用いられたのは Laurent and Kapferer（1985）が開発し
た IP（Involvement Profile）の方であり、この尺度を基に多
次元性を前提とした尺度開発が多く行われている（McIntyre, 




























McCleary, 2004）、初回訪問者とリピ ターー には知覚リスクに違いが生じ
るという研究（Fuchs, & Reichel, 2011）事前の観光地に対する知識
量によって知覚リスクが異なるという研究（Sharifpour, Walters, Ritchie, 
& Winter, 2014）がなされている。
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